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情報処理システムの動向と端末システムの展開
Trends oflnformation Processing SYStemS and

Hitachi′s TerminalSYStem Strategies

最近の端末装置,あるいは端末システムは,量的な成長とともに情報処理システ

ムの広域化に伴って,様々な形態を見せながら変化している｡すなわち,端末シス

テムは組織の末端にまで浸透しつつある情報処理前線の__Lで,重要な役割を担うよ

うになってきた｡

この論文は,その動向と,それにでナ致する端末システムの実現を支える技術とに

立脚した,日立製作所の製品展開,開発思想,今後の方向などについて解説する｡

q 緒 言

昭和55年度の通商産業省統計によれば,我が国でのディジ

タル形電子計算機システムの生産実績は,昭和54年度で1兆

円の大台を超えた｡これは,昭和35年度の同実績約10億一丁】の

実に1,000倍の生産高に当たる｡このうち,通仁i制御装置を

含む端末関連装置の割合は,オンラインシステムが実用にな

り始めた昭和40年度は5.5%であったが,昭和54年度では25%

にまで成長した｡これは,同生産高の単純比では約330倍と

なる｡

この成長は,公衆匝】線の開放,DDX(ディジタルデータ交

換網)の実用化による通仁コストの引下げに支えられるとこ

ろが大きいが,主な理由として半導体技術,磁気記憶技術の

進歩による通信コストを含む情報処理トータルコストの低i成

と,複雑なオンラインシステムの制御を含む,ソフトウェア

技術の発達との調和の所産と言える｡

このような環境のなかで,最近は,ネットワークア【キテ

クチャのもとで,汎用化と高級化が進むインテリジェント端

末と,使用日的をある程度限定して,普及性を追求した端末

の∴極化が顕著な傾向としてみられる｡

日立‾製作所でも,このような市場傾向に対応して,幅広い

分野に適応する端末装置を開発し,市場に提供Lているが,

この小特集では,情報処理の最前線で利用されるものを中心

に,製品個々の開発状況,それらを支える技術開発について

報告する｡

良 市場ニーズと情報処理システムの変遷

一最近の情報処理システムの特徴的な傾向は,企業経営管理

の充実に加えて,快適な労働環境の整備,顧客に対する諸サ

ービスの充実の道具としての機能が強く求められていること

である｡したがって,システムの連用,管理,操作などが部

分的あるいは‾全面的に,かつこの専任者の手から離れて,最

終利用者の手に委ねられる場合が多くなった｡端末装置,端

末システムについては,特にこの傾向が強くなってきている｡

これは情報処理システムの輪が,空間的,質的及び量的に

広域化していることを意味している｡ここに,分散処理,ネ

､ソトワークアーキテクチャ,非コード化情報処理などの概念

の発生と,その実硯,浸透の要田の大部分が醸成されている

と見なすことができる｡

一方,各企業間では,金融機関での預金業務他行提携や共
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同利用センタ,チェーンストアや繊維業界の共通通信プロト

コルの設定などに見られるように,異企業相互間のデータ通

信の実用化あるいはその推進計画が実施されている｡

このような市場環J菟に対応する情報処理システムに関して,

分散処理,ネットワークアーキテクチャの面では,本誌5月

号特集論文の｢分散処理システムの最近の動向+1)にその詳細

が紹介されているので,ここでは,主として端末装置側から

見た考察を行なうことにする｡

2.1情報量の増大への対処

空間的あるいは時間的に,情報の発生近傍で使用されるよ

うになった端末装置で扱う情報の表現形式は,従来のコード

化情報に加えて,非コード化情報へと拡大し,表現内容も定

形的なものから非定形的なものまでを含むようになった｡例

えば,イメージ,日本語,音声,図形などで表現される情報

である｡これらの情報は,定形コード化情報に比べて,その

表現に非常に多くの情報量を必要とすることになる｡

この扱いを必要とされる時間内に効率よく処]哩するには,

伝送速度の向上に頼るだけでは限界がある｡そこで,可能な

限り処理を分散させて局所的に行なう方法がとられ,サイト

間の情報交換は,その識別に必要かつ-ト分な情報をもつコー

ド化情報で効率よく行なうシステムが必要となる｡これを実

現するには,端末装置又はその制御装置に大容量件と高性能

が要求されるが,3章で述べる諸技術の開発によって,漸次

経済件のある範阿内での具体化が可能となりつつある｡例え

ば,日本語文書情報処理システム,図形処理システム,文書

管理システムなどに使用される端末装置がそれである｡

2.2 多様化する運用形態への対応

前述のような環境で運用される端末装置については,装置

自体及び運転コストの低減,より強い業務への適応性,簡易

な操作性などが主として要求される｡これらへの対応は,低

価格性を維持しながら入出力方式の多様化,支援ソフトウェ

アの強化,操作に対する習熟件の改善などが不可欠となる｡

貝･体的な対応としては,次に述べるような方法が採られる｡

入力と操作面では,使用目的別の各種キーボード,キーセ

ットに加えて,直接ソースデータを読み取るOCR(光学文字

読取り装置)ハンドリーグ,バーコードリーダの接続,ワンタ

ッチ操作で必要な制御コードを発生させる機能(コードキー機
能)の強化などがある｡また,操作性の向上には,各種デイス
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プレイの利用による入力チェック,操作ガイダンス機能も有

効である｡

端末装置のプログラミング面では,適切な簡易言語の提供,

習熟に多くを必要としない対話形プログラム手段の充実が効

果的である｡更に,定形業務の実行には,プログラムパッケ

ージの整備も行なわれている｡

一方,普及と利用の高度化に伴って,システムとしての稼

動率の向上は必至である｡これには,装置自体のイ言相性のrFり

上はもちろんであるが,事故時のバックアップに対する配恵

も重要である｡

端末装置でのバックアップシステムの役割は,それらを含

むシステム要素の故障時に,全面的あるいは縮退的に通常業

務の運用に支障を来さない機能をもつことである｡この機能

実現のためのシステム設計は,システム全体の運用形能に,

ある水準の許容限界内で適合するものであることが必要であ

るとともに,その実現のためのコストを可能な限り下げるこ

とも重要である｡

ストアアンドフォワード方式,ディレードオンライン方二式

を基調とするシステム設計は,この点では従来よりも高い評

価を得ている｡最近,普及の目覚ましい分散処理システムも,

一面ではこの思想の発展形としての体系をもっていると考え

られる｡

2.3 システム環境への配慮

異企業間のデータ通信の普及に関連して,公衆回線,DDX

とし､う公衆データ通信網の利用支技は,今や端末装置として

の必須条件である｡これは,DDXの利用可能地域の拡大に伴

って,同一企業内データ通イ言についても同様である｡

これとは異質の事項として,システム全体を制御するソフ

トウェアとの整合性が重要で､開発費と開発時間に多くを要

する各種のソフトウェア資産を,十分に活用できるものでな

ければ有効な道具とはなり得ない｡今後,ソフトウエアの情

報処理システム支配の傾向はますます強まり,これを高度に

利用することが,結果的に端末装置の全体的な適応力の強化

につながると考えられる｡

また,できるだけ広範囲のシステム環1菟に順応させるとい

う立場から,端末装置でのソフトウェア構造の階層化が行な

われている｡これは,ネットワークアーキテクチャという概

念によって整理された階層構造の体系の影響に負うところが

多いが,直接それに加入しない端末装置でも,そのソフトウ

ェアの変更,保守,製造などの総合的な効率向上の手段とし

て広く普及しつつある技術である｡

この概念に基づいて開発されたソフトウェアでは,一般に,

各階層の機能定義と階層間の境界仕様は明確に統一′--されてお

り,それらに対応する既存モジュールと,必要であれば新規

開発モジュールの組合せにより,広い応用面をもつシステム

を支援することが比較的容易である｡

田 端末装置を支える技術

端末装置を実現するための技術を列挙すると,プリンタ,

ディスプレイ,キーボード,エレクトロニクス,データ通信,

小形･軽量化のための実装,紙のハンドリング,プログラミ

ングなどが基幹的なものとして考えられる｡しかし,重要な

ことはこれらの基礎技術が,単独で装置を構成しているの

ではなく,総合的かつ有機的に統合されて目的に合致する装

置が実現されていることである｡例えば,本特集号に紹介さ

れている｢金融機関の自動化機器(ATM,CDテラー窓口装置)+

は,これらの技術を統合し設計されて初めて実現できるもの

であり,単独に存在する機能ユニットの組合せで製造するこ

とはできない｡

主な基本技術については,本特集号の｢プリンタ技術+,

｢ディスプレイ技術+,｢端末装置の小形軽量化+,｢プリンタ端

末における用紙のハンドリング+各論文で論じられているの

で,ここでは,これら以外の技術の概要について述べる｡

3.1マイクロプロセッサの利用

端末装置の動作を,人間の感′党から速いと感じさせたり,

同時動作と見なせる程度に制御することは,マイクロプロセ

ソサによる逐次制御で十分に可能である｡例えば,人間の動

作識別可能限界と言われる30msのf抑二,平均命令実行時間2

〃Sのマイクロプロセッサは,15×103ステップの命令を実行で

きる｡このうち÷の10×103ステップが,同時動作のためのオ

ーバヘッドとなるプログラムの実行に専有されるとしても,

1×103程度の平均ステップ数で実現できる動作ならば,5個

以内の機能を同時動作として制御できる｡

また,より高性能が要求される場合には,各機能ユニット

に,それぞれ専用のマイクロプロセッサを配置することも可

能である｡このような構成としても,装置全体に占めるマイ

クロプロセッサとその付属部品の榎価比は大きくなく,許谷

できる範囲のコス.ト･性能比が得られる｡

一方,マイクロプロセッサも,必要な性能と機能によって

種々のもののなかから選択が可能である｡例えば,プリンタ,

ディスプレイ,キ【ボードなどのように,単体で使用され,

かつ機能的に比較的単純なものに対しては,4～8ビットマイ

クロプロセッサが多く利用される｡これらを組みでナわせて複

でナ的な機能をもつ装置に対しては,8～16ビットのものが1

個又は複数個を機能,作能の必要度に応じて使い分けられる

ことが多い｡

端末装置の機能の多様化という面からも,マイクロプロセ

ソサの利用は重要な役割を果たす｡従来のハードワイヤード

ロジックで実現された装置では,標準的に提供される機能の

変更,別機能の追加,各機能に対する性能配分の変更などは,

装置全体の設計変更につながる場合が多い｡しかし,マイク

ロプロセッサ制御の装置では,製造者によるプログラムの変

■疫,使用者によるプログラミングという手+役により,比較的

短時間で必要な機能の変更,追加を行なうことができる｡

また,フロログラミングの効率向上にも努力が･払われている｡

プログラム言語の高級化とともに,大形機によるクロスコン

パイラの開発も進んでおり,マイクロプロセッサのプログラ

ミング時での資源不足に起因する効率低下を補う｡

3.2 メカトロニクス技術

メカトロニクス技術とは,機械工学的な技術と電イ･工学的

な技術の融合技術を言う｡この技術は,3.】に述べたマイクロ

プロセ､ソサの利用に負うところが大きく,プリンタ,キーボ

ード,プリンタ用の各種インサータ,紙やプラスチックカー

ドの搬送機構,現金やその取引に付随する各椎の日動処理機

構などに.その成果がよく見られる｡

この技術は,従来,機械的な諸機台巨の組合せによって行なわ

れていた機構制御の大部分を電一千化したものである｡これに

より,複雑な機械部品とその組子ナせから成る機構を単純化し

て,製造原価の低減,信相性のIrり上などに加えて,従来の端

末装置では実現できなかった多様な機能の提供が可能となった｡

･例として,シリアルプリンタを取り上げてみる｡印字速

度20宇/秒の母形活字形プリンタ,例えば,TELETYPE⑧

mode137は,数千∴耳の機寸戒部品で構成されていた｡これに対

Lて印字速度120-250字/秒のワイヤドットマトリックスプリ



ンタの部品点数は,多いものでも500を超えなし､｡印′ナニヘッド

のⅩ,Y方【‾rりの移動制御とプリントワイヤの制御を電子的に

行なうことにより,従来のプリンタでは実現できなかったき英

字を含む多種フォントの扱い,図形印刷などが可能となった｡

イ‾L言束帥‡三は従来製.品比で20倍以_卜,製造原価は同じく-を以‾卜と

それぞれ改善された｡

同様な改善が,機不戒工学的な技術応用の製品について,メ

カトロニクス技術を利用することにより行なわれており,設

吊,保守環項カヾ必ずしも良くない普及形の端末装置の提供を

可能にしている｡

3.3 磁気記鋳技術

8インチフロッピーディスク装置の出現は,端末装置にフ

ァイル機能を与えること,効率的な情報交換手f見などの点で

従来と一線を画するものであった｡これを契機に,5インチ

フロッピ爪ディスク,8インチハードディスク,5インチハ

ードディスクなどのファイル装置が開発され,端末装置の機

能,性能の向上に貢献している｡

フロッピーディスクは,内部的なファイル装置としても広

く利用できるが,情報交換媒体として重要な役割を果たす｡

このためには,相互互換惟をもつ記録形式てりl苗報を扱うこと

が重安で,記憶答量の増大は純技術的には可能であっても,

その面で強い制約があり,大容量化には多くを期待できない｡

むしろ,装置自体の′ト形化,低電力化などによって,端末装

置の普及に寄与すると考えられる｡

端末装置でのファイル装置の大容量化,高速化及び′ト形化

は,8インチ又は5インチハードディスクの利用が有効であ

る｡現在これらのディスク装置の容量は,8インチで10～100

Mバイト,5インチで5～20Mバイトであり,平均アクセス

時間はそれぞれ30ms,80ms程度である｡しかし､これらのハ

【ドディスク装置が最も端末装置の要求に合致している点は,

′ト形であることと低電力であることである｡定常運転時の消

珊電力は8インチの場介100W,5インナで20W程度であり,

従来の14インチディスクの÷～去に低減できる｡この電力低

i成は,ディスク自体の半径を小さく しても必要な記憶容量を

得られるという高密度記録技術の改善によって,ディスク回

転時に発生する風損を′トさくできたことによる｡

これらのディスク装置は,′ト形ながら大容量を得る目的で,

ディスク面そのものが装置の回転軸に国定された構造となっ

ている｡ファイル装置をもつ端末装置の運用に当たっては,

その破‡員,誤操作によって起こるファイル破壊に対するバッ

クアップを考慮しておくことが重要である｡′ト布量の場合は

フロッピーディスクの利用が良い方法であるが,数十メガバイ

トを超えるファイルのバックアップ装置としては答量不足で

ある｡1Mバイトのフロッピーディスクでは数十枚を要し,

量的な問苺よりもバックアップ操作に二巨時間を要する｡この

日的には,従来からオープンリール方式の磁気テープ装置が

使用されてきたが,物量的に端末装置には負担が大きい｡そ

こで最近注目され始めたのが,磁気テープカートリッジであ

る｡この装置は,従来システムとの互換性に問題を残してい

るが,′ト形で10～40Mバイトの記憶答呈が期待できる｡

原理的には従来の磁気的な記憶装置とは異なるが,磁気バ

ブルの利用は,ディスク装置,テープ装置の課題の一つであ

る耐環j毒性,特に温度範囲の拡大に役立つ｡才蔵気バブルは,

-10～700Cの温度環境に耐える｡しかし,硯二伏では容量,コ

ストの面で問題があり,実用化にはまだ2～3年を要する｡

3.4 その他の技術

前述のマイクロプロセッサの利用に関係して,メモリ,LSI
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あるいはVLSI化された半導体製品が端末装置には重要な技

術である｡特にメモリの高集積化は,装置の経済的な機能配

分を･一変させる要因となることが多い｡例えば,24×24ビッ

トで表現される漢字フォントで,JIS第2水準の‾文字セット

約8,000乍を発生するキャラクタゼネレータは,約5Mビット

のメモリを必要とする｡これをプリンタに内蔵することは,

大きさ,コストなどの点で無理であり,他の装置との共用も

考癒して制御装置のファイルの中にそれを格納して,動作に

必要な部分を主記憶装置に取り出すように設計することが実

用的である｡しかし,1チ､ソプ当たり128kビットあるいは256

kビットのマスク形読み出し専用メモリが開発されようとし

ている近い;将来には,このキャラクタゼネレータを36チップ

あるし､は18チップのLSIで実現でき,プリンタ内への実装が

可能となる｡これは,小規模な漢字システムの件能向上に寄

与するところが大きい｡

メカトロニクス技術の普及に関連して,パワー半導体の役

割も大きい｡この面では,制御効率の良いパワーMOS(Meta1

0xide Semiconductor)形FET(電界効果トランジスタ)の実

用化による高集積ユニ､ソトも利用可能域にある｡

端末装置には,種々の入力装置が必要である｡従来使用さ

れているキーボードは,ほとんどが機寸滅式から電子式に変わ

っている｡またこれに加えて,コードレス入力装置として,

キーセット,CRT(Cathode Ray Tube)利用のタッチキー,

更には半導体イメージセンサによるイメージ入力,音声認識,

音声合成,音声出力などの新しい技術が実用に供されつつある｡

田 端末システムの展開

日立製作所の端末システムは,汎用端末,業種別専用端末

及び特定顧客用端末の分野で製品巌開を図ってきた｡これら

の各端末に対しては,HITAC T-560/20ビデオデータシステ

ム,HImC L▼320/30H,50Hターミナルコンピュータ,HImC

T-550/30分散OCR,HImC T-5862,T-5866,T-5869現金

自動取引装置,HITAC T-580/10バンキングターミナルシス

テムの拡張をはじめ,数多くの新製品の開発と製品強化をこ

こ1-2年の間に実施してきた｡

これらに加えて,2章に述べた市場動｢ごりとニーズの反映,

3章で解説した新技術を取り入れて新しいタイプの端末装置

を開発した｡これらの端末群の基本的な開発思想は,

(1)発生源の近傍で,データ処理を行なうこと｡

(2)データの発生形態を可能な限り加工しないで入力できる

こと｡

(3)非専任オペレータでも容易に操作できること｡

(4)設置に際して,空間的,コスト的な負柑を可能な限り軽

f成すること｡

(5)異種端末間の操作面での繁合性を可能な限り保持し,将

来の製品移行あるいはそれらのラ昆在使用を容易にすること｡

(6)共通の文字セットと,そのコード体系を保持すること｡

などを其本としている｡各々の応用分野での新端末装置の展

開は,次に述べるとおりである｡

4.1 漢字,日本語処理端末

情報を日本語のまま処理するための専用的な端末としては

以下のものが新しく開発された｡

(1)HT-5217漢字プリンタターミナル

対話処理向けの英･数字仮名入力,i英字出力の端末で,出

力装置は,サーマルプリンタによる｡

(2)BW-20日本語ワードプロセッサ

幅広い要求に耐える入力方式の多様化,出力装置も母形括
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字形からドットマトリックス形まで,用途に応じた選択が可

能である｡

また,汎用端末装置に対する日本語処理機能の支援は,HImC

T-560/20に対してはシェアードロジック形の,HITAC L-320/

30H,50Hに対してはスタンドアロン形のシステム2)を提供で

きるようにした｡これらは,いずれも汎用端末としての諸機

能をもそのまま利用できるので,今後,総合的なオフィスオ

ートメーションの分野によく適合すると考えられる｡
4.2 匡1形処理端末

本格的な図形処理システムとしては,HITAC G-7103),

HImC G-7303)があるが,HImC T-560/20に事務処〕璽用途

に適した図形処才筆機能を追加した｡この機能は,カラーディ

スプレイとそのハードコピーが可能なプリンタの支援により,

より弓重力なものとなった｡

4.3 金融機関向け端末

汎用窓口装置としては,HT-5821,HT-5822に対する漢字

支托とともに,これらのもつ機能をほとんどそのまま残して

小形化し,テラー机+二で使えるようにしたHT-5825テラー窓

口装置を開発した｡この装置には,すべての金種を扱えるテ

ラーズキャッシャも接続可能である｡

自動化機器の分野では,HT-5862現金白動支払機,HT-

5866,HT-5869現金自動取引装置を新たに開発し,広範囲な

ニーズに対応できるようにした｡これらの機器には,CRTデ

ィスプレイによるガイダンス,内蔵フロッピーディスクによ

るオフライン処理機能などの新機構が取り入れられている｡

また,これらは現金取引の総合化を目指す統合システムの提

供が可能なように,設置方式,操作,インタフェースなどの

繁合性が考膚､されている｡

4.4 汎用端末装置

汎用端末装置の分類に属するものとしては,特に低価格,

普及作を主眼として,次に述べる‾製品を提供できるようにLた｡

(1)HT-5101テレホンタ【ミナル

データエントリに多様性をもたせ,電話機と同様な手軽さ

で利用できる公衆回線用の多目的端末である｡

(2)HT-5455ディスプレイターミナル

TSS(Time Sharing System)その他の対話処理システム,

ミニコンピュータなどに広く利用されたTELETYPE⑧等価

な機能とインタフェ【スをもつ,CRTディスプレイ端末装置

である｡

ニれらの各端末装置は,標準的な装置として提供されるだ

けでなく,業種別,業務別の専用端末装置の開発ベースとす

ることも同時に意図されている｡

また,HITAC L-320/30H,同T-560/20などの汎用端末装

置に関連して開発された多くの資源を利用した,顧客個別仕

様の装置も多方面に提供され,操作の整合性,開発期間の短

縮などの面で高い評価を得ている｡

自 今後の端末システム

泣こ範岡に普及が進む端末システムについて,今後解ぎ央Lな

ければならない問題,新しい技術の開発に委ねられる事項は

数多くある｡そのうちの主なものを列挙するならば,

(1)光ファイバによる高速データ伝送網の普及

(2)イメージ情報の認識及び蓄積

(3)非コード化情報の効率的な処理

(4)′ト形化,軽量化及び高信頼化

などである｡しかし,今後これらにも増して取り組まなけれ

ばならない課題は,セキュリティ制御に関することである｡

怖報処理システムの利用拡大とともに,ニれに関連する犯罪

あるいはそれに至らないまでも,機密保穫には十分な配慮か

必要である｡端末装吊自体に,推作者識別の機能,不法推作

品別と保戚機構を付加することは,当然の要求となろう｡加

えて分散デ【タ処‡型の普及は,端末装苗又はその制御装荷周

辺に,ファイルの分散を伴うことになる｡端末システムでの

セキュリティ制御の大部分の仕事は,この分放されたファイ

ルに関係するもので,ハ【ドゥェア面よりもむしろソフトウ

ェア何での開発成果に負うところが大きい｡

また,より広範囲の普及作を追求するには,可手般形の高件

能端末装置の開発が必要で,これには′ト形,軽量,低電力な

どに加えて,ソフトウェアのファームウェア化が重要な課題

となろう｡

一一方,端末装讃の利用面からみて,子凡用化と専用化という

∴棟向化傾向も進むことになろう｡汎用化という立場からは,

多機能端末の実現が一一つの命題である｡これは,従来のキー

ボードディスプレイやキーボードプリンタのように,本官′壬的

には単一機能の装置に多くのIぷ川向をもたせることではなく,

OCR,各種のウォンドリーダ,キ【セットなどの機能の国有

化した装置の接続,各利用面での最適化ソフトウェアの提供

も意味する｡

例えば,端末形OCRには,本来のOCRとLての機能に加

えて,キ【ボードデータエントリ,問合せ,リモートバッチ

処理などのOCRを,データ入力装置として抽象的に見た場合

に要求される多くの機能,あるいはそれに付随して発生する

機能の提供が必須となろう｡

これらの機能提供は,同時動作で相互干渉の起こらない資

源を使って実現できるものは,可能な限り併行利用できるシ

ステムとすることが望ましい｡

また,専用化という面からは,ユーザー要求に最も適合す

るフルターンキーシステムの普及がより促進されると思われ

る｡この傾向は,前述の業界共通のプロトコルの設定などの

動向に代表される協調指｢｢りに支えられて,量販市場の形成を

助成することになる｡これに過†ナする端末システムは,ハー

ドウエア,ソフトウエア両面からの最適化が徹底的に追求さ

れたパッケージ化製品となろう｡

日偉の業稚,業務の中で,専門的に使用される用語,慣習

に鵜づいたシステム設計が進められ,抵抗なく機械化が普及

する製品の提供が必壬自と考える｡

l司 結 言

以上,現二伏の製品,開発中の製品,現存の技イ術及び近い二将

来到達可能と思われる技術領域を念頭におきながら,題記の

テーマについて述べた｡

二の小特集に収められた他の8編の論文とともに,ここに

述べられた日立製作所の製品展開について,読者諸賢の御批

判と御指導をいただければ,幸いこれに過ぎるものはないと

考える次第である｡
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